
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 ２３ 年 ６ 月 １５ 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：雅楽で用いる龍笛と能で用いる能管は形が似ており、龍笛から能管が

派生した、という巷説が通行しているが、X 線透過撮影の結果、そのような事例は認めにくい

ことが判明した。また、桃山時代に渡来した三味線はさまざまな江戸音曲で用いられているが、

古三味線は概して細身であることが、実地調査により判明した。 

  
研究成果の概要（英文）： The shape of nokan(a transeverse flute used in no ) and that of 

ryuteki(a transeverse flute used in gagaku)  resemble. So it has been said that nokan 

developed from ryuteki. But it seems difficult to clarify this view according to investigation 

by radiography. Another example is that of shamisen imported from Asia which has been 

used in many genres of music. It is clarified that old shamisen was slimmer than present 

ones. 
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１．研究開始当初の背景 

 音楽学では文献資料や楽譜を中心として
研究がおこなわれているが、音楽の大きな部
分を担う楽器は、古くからさまざまな種類が
用いられ、各地の寺社や博物館にその多くが
保存されているにもかかわらず、実地調査が
困難なことから等閑視されてきた。研究代表
者は、有形文化財の研究者や美術館・博物館
と連携のとりやすい職場環境を利用して、こ
れまで鼓胴や琵琶などを中心に楽器の調査
を行ってきたが、能管と龍笛、三味線につい

てはほとんど手つかずの状態である。能管と
龍笛については、国立歴史民俗博物館で小島
美子氏（同博物館名誉教授）を中心とするグ
ループが紀州徳川家旧蔵楽器についてX線透
過撮影を行って成果を発表しているが、X 線
データの読み取りに誤りが多く、実際に楽器
製作に関わる関係者から疑問の声がでてい
た。また三味線については、蒲生郷昭氏（東
京文化財研究所名誉研究員）によって絵画資
料に基づく古三味線の研究が行われ、大きな
成果をあげているが、具体的な古楽器調査は
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行われてこなかった。従って、絵画資料の信
憑性が立証されたわけではない。 

 

２．研究の目的 

 古楽器の中には、現在使用されている楽器
とは形態のことなるもの、形態が確立する以
前のものも尐なくない。また、時代の変遷に
伴って、楽器の形態が変化し、さまざまなジ
ャンルに供されることも多い。 

たとえば、外見が酷似していることから、
龍笛から能管が派生したという言説が通行
している。雅楽で用いる龍笛と能管は、外見
が近いことから龍笛から能管が派生したと
いう巷説が解かれることが多い。龍笛が破損
して修理した際に内部にホゾを入れたこと
がキッカケだ、などまことしやかに説かれて
いるのだが、想像の域を出ない推論である。
本研究ではＸ線透過撮影をおこない、龍笛と
能管の内部を比較して、修理・派生説の真偽
を明らかにすることを、第１の目的としてい
る。能管の名器については、明和年間に徳川
幕府に提出された『七十種銘管録』が夙に知
られている。笛の銘と作者、所蔵者の名を記
した記録で、森田光春編『森田流奥義録』に
表のかたちでまとまっているが、作者の信憑
性、作風の違いなど未だ検討されたことがな
い。『銘管録』の記事がどこまで信頼できる
のか、それについてもあわせて検討する。 

また、桃山時代に渡来した三味線は江戸時
代の音曲の中心的な位置を占める楽器であ
る。現在では長唄に用いる細棹、義太夫で用
いる太棹、その中間的な細さを持つ豊後浄瑠
璃系の三味線など大まかな分類がおこなわ
れているが、それぞれの音曲に応じて楽器の
細部に工夫がなされてきた。絵画資料などを
見るとかつては現在より棹が細く、バチの形
態も異なっている。そもそもジャンルによる
細部の変化はいつ頃から始まったのか、綾杉
などの工夫はいつからおこなうようになっ
たのか、継棹と棹の細さの関係はあるのか、
などいくつかの点に着目しながら三味線の
変遷過程の解明を第２の目的とする。 

その他、これまであまり注目されていなか
った短箏及び胡弓についても調査を行う。 

 

３．研究の方法 

 各地の博物館や教育委員会から入手した
データに基づき、当該楽器について実地調査
を行う。楽器の法量を細かく計測して他の楽
器と比較し、熟覧により製作方法を探り、笛
に関しては X線透過撮影をおこなって、内部
の構造、製法を解明する。X 線透過撮影は過
去にもおこなわれたが、データの読み取りが
不正確であった。今回は、笛製作者が調査に
参加し、製作者の立場からの助言を参考にし
ながら、内部構造の把握につとめる。 
 

４．研究成果 
（１）彦根城博物館所蔵の龍笛を中心に 21

管を調査した。X 線透過撮影の結果、龍
笛の修理から能管が派生した、という巷
説を示唆するような笛は発見できなか
った。広島県福山市鞆の浦安国寺の仏像
胎内に納入された笛は、仏像の造立時期
から判断して鎌倉時代に製作されたこ
とが確実な笛だが、頭端から一材であっ
たばかりか、竹の節を抜いていないこと
も X線透過撮影で判明した。製作年代の
限定できる笛は尐ないので、この工法は
古作のひとつの軌範となる。 

彦根城博物館は、古管から江戸時代の
新作まで幅広く蔵している。本研究では
新旧とりまぜて調査をおこなったが、工
法に大きな違いが認められなかった。頭
部の姿を太く見せるために別材を接ぐ
工法は比較的早い段階から見られるが、
平安・鎌倉時代の製作という伝えがある
笛や、古管と神田大和介（江戸時代後期
の楽器商・鑑定家）が鑑定した笛の多く
は、頭端から管尻まで一材で成形されて
いた。歌口から第１指孔の間（以下「息
袋」と呼ぶ）を切断して別材で接いでい
る笛は３点とごく尐数で、劣化の著しい
笛でも息袋はそのままであった。息袋は、
発音に影響を及ぼす大事な部分である。
よほど大きな亀裂がない限り、大事な部
分を切断することはなかった、と言って
よかろう。しかも接ぐときは内径が変わ
らぬよう精巧に接いでいる。継ぎ損なっ
た結果能管が誕生したという推理は、現
状を見る限りむずかしいと判断した。巷
説を再考する必要がある。 

また、歌口の裏側にはセミと賞する部
分がある。発音にはまったく関係のない
箇所だが、セミの形状を工夫している笛
が多いことも判明した。通常の形状をと
るのは 21 管中９管しかなく、９管の中
には後補の可能性も含まれる。正倉院に
は小枝を残す笛が伝世しているが、それ
を意識したようである。古典をひもとく
と、『源平盛衰記』に載る「蝉折」は竹
の節が蝉の形に似ていた、と書かれてい
るし、『続教訓抄』では「チイサヤカナ
ル笛ノ蝉三筋アザアザトシテ付」いた
「小蝉丸」や「昔蝉ニ碧鮮ノ二葉アリ、
白露常ニ其上ニ凝る、故ニ青葉ト号」し
た笛を紹介している。小枝がついた姿を
セミを呼んだようで、なかにはまさにそ
の姿を模した笛もあった。枝を払っただ
け、すなわち蝉折れ状態の笛は数多く、
わざわざ蝉折れ状態に成形した別材を
はめこんだり、セミのそばに虫食い風の
孔をあけるなど、自然の素材としての竹
への愛着が笛にも反映していることが



 

 

判明した。 

 

（２）能管については、博物館・能楽囃子

方の所蔵する 41 管を調査した。能管の特徴

は、歌口と第１指孔の間を切断して別材を挿

入し、その部分の内径を狭めている点である。

その別材をノドと呼んでいるが、この細工の

ために音律は不安定になるが、能管固有の鋭

い音色が出るようになっている。X 線透過撮

影の結果、ノドの厚さと絞り方、ノドの挿入

の仕方が、時代とともに変化した可能性があ

る、という推論に至った。肉厚で中央をしぼ

ったノドから、肉が薄く中央を絞らず平坦な

ノドへ、息袋の両端を切断して挿入する工法

から中央寄りを切断する工法へ、切断箇所を

２箇所から１箇所へ減らす工法へ、という流

れである。ノドが肉厚で中央を絞ったタイプ

の笛は、桃山時代の武将の愛用と伝えられる

ものに多く見られる一方で、切断箇所が１つ

で平坦で薄いノドを持つ管は劣化が尐なく、

江戸時代後期以降の新作と見られるものが

多かった。ノドの中央を絞るタイプから平坦

なタイプへ、という流れは、吹奏しやすさと

も関係があるだろう。江戸中期の笛作者法橋

の作とされている笛を X線写真で見ると、ノ

ドが細長かった。平凡社刊『音楽事典』では

「ノドが長すぎると最高音のヒシギが出し

にく」いと記述しているが、それに呼応する

のが興味深い。作者によってノドの形状や製

作工程に違いがあるのか、『七十種銘管録』

の信憑性は高いのか、といった問題について、

今回調査した限りでは結論を導くまでには

至らなかったが、龍笛の古管、能管の古管を

確認し、工法の流れを見いだした意義は大き

い。 

龍笛では息袋の両端をほんの尐し絞って

中央をふくらませる。中央を狭める能管のノ

ドの挿入はその正反対の発想である。修理か

ら能管が派生したという推理は、楽器の繊細

な構造を無視したあまりに安直なものであ

ろう。能管のノドは、古い時代の笛ほど肉厚

でなめらかなラインを有していた。これは、

修理で挿入した別材の内径がたまたま狭か

った、というレベルから派生したとは考えに

くいはるかに高い技術を示している。民間芸

能であった猿楽が当初からもっていた音感、

音色への嗜好を、龍笛を模した笛で再現しよ

うとしたとき、さまざまに工夫する中で誕生

したのがノドであった、と結論づけたい。 

 

（３）三味線については、２８挺の調査を行

った。１挺づつ異なり、用いられたジャンル

が不明のものもあったが、確実に江戸時代の

製作と限定できる三味線９挺を現行と比較

すると、棹が細い例、胴が小さい例、サワリ

山という噪音発生のための工夫がない例、サ

ワリ谷がない例、サワリ山が現行とは異なる

箇所についている例、上駒に総ての糸を乗せ

ている例、糸巻きが細い例、ⅠとⅢの糸巻き

がかなり斜めに糸蔵に挿入されている例、棹

や胴に朱入れのある例、胴の中央に年輪の中

心を位置させない例、根尾に房が付く例、三

折れよりも多くに分解できる例などがあっ

た。これらが個体差、時代差、地域差、種目

差のいずれなのかは、さまざまな角度から検

討する必要がある。 

 

（４）点数は尐ないが、通常よりも全長の短
い短箏と胡弓についても調査を行った。 
 短箏は、幼年者や女性が弾きやすいように、
旅行に持参しやすいように、また牛車など狭
い場所に持ち込んで弾けるように、等々さま
ざまな理由から製作されたが、それゆえに形
態はさまざまである。しかし、小形とはいっ
ても弾きやすさと音高を考慮し、全長が１０
０センチより短くならず、幅も標準タイプと
同じく２５センチ前後であることが判明し
た。 
 胡弓は 4例調査したが、すべて現行よりも
全長が短く、棹の幅も狭く、胴も小さいこと
が判明した。 
 短箏、胡弓は調査例が尐ないので、今後調
査例をふやしてさらに考察を進めたい。 
 
 いずれの楽器も限られた年限で調査でき
た例は尐ない。さらに調査例をふやすことで、
日本人が楽器に抱いていたイメージ、慣れ親
しんできた音色への工学的な工夫などが明
らかになっていくであろう。音は、日常の意
識にはのぼりにくいが、文化や生活の基底と
して欠くことのできないものである。楽器の
調査を通して日本人の音文化を明らかにす
る意義は尐なくない。本研究はその解明のた
めの一歩である。 
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